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差
と
序
列
の
実
態
、
士
官
に
な
れ
て
も
指

揮
権
に
制
限
が
あ
っ
た
海
軍
特
務
士
官
の

不
遇
、
こ
れ
ら
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
陸
軍
に
は
格
差

や
序
列
は
あ
っ
て
も
、
能
力
主
義
が
徹
底

し
、
人
事
面
で
は
ま
っ
た
く
公
正
、
公
平

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

陸
軍
は
幹
部
搭
乗
主
義
で
空
中
勤
務
者

は
み
な
伍
長
以
上
で
し
た
。
腕
の
良
い
操

縦
員
は
軍
曹
や
曹
長
と
い
う
階
級
で
、
航

空
士
官
学
校
を
出
た
少
尉
・
中
尉
も
一
目

置
い
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
海
軍
の
よ
う

な
特
務
士
官
と
い
う
制
度
が
無
く
、
た
い

へ
ん
風
通
し
が
良
か
っ
た
こ
と
が
戦
記
な

ど
で
も
確
か
め
ら
れ
ま
す
。
陸
軍
航
空
を

支
え
た
の
は
、
徹
底
し
た
公
平
な
人
事
管

理
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

·　

場　

所　

靖
國
神
社

·　

受　

付　

参
集
殿
10
・
30
〜
11
・
45

４
月
の
安
全
保
障
講
座

·　

日　

時　

4
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

14
・
00
〜
17
・
00

·　

会　

場　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

·　

テ
ー
マ　
「
戦
略
3
文
書
後
の
1
年
を

振
り
返
る
」（
仮
）

·　

講　

師　

森
下
泰
臣
陸
上
幕
僚
長

·　

参
加
費　

1
千
円
（
当
日
申
受
け
）

５
月
の
近
現
代
史
講
座

·　

日　

時　

5
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

14
・
00
〜
16
・
30

·　

会　

場　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

·　

テ
ー
マ　

靖
國
な
ど
戦
後
の
慰
霊
問
題

（
仮
）

·　

講　

師　

浜
井　

和
史　

氏

　
（
帝
京
大
学
教
育
文
化
学
科
准
教
授
）

·　

参
加
費　

1
千
円
（
当
日
申
受
け
）

令
和
6
年
度
寄
付
の
お
願
い

　

偕
行
社
は
、
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
陸
修

偕
行
社
に
移
行
し
、
従
来
の
「
会
費
」
は
「
寄

付
」
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
寄
付
は
、
陸
上
自

衛
隊
の
活
動
を
支
援
す
る
陸
修
偕
行
社
の
活

動
資
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
の
主
旨
に
ご
賛
同
を
頂
き
、
陸
上
自
衛
隊

の
た
め
に
是
非
と
も
寄
付
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

支
払
方
法
は
、
従
来
と
同
じ
で
す
。
ま
だ
お

振
込
み
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
本
誌
綴
込
み

の「
払
込
取
扱
票（
寄
付
の
振
込
用
）」に
よ
り
、

3
月
末
日
ま
で
に
お
振
込
み
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
を
目
指
す

自
衛
隊
選
手
に
対
す
る
支
援　
　
　

　

自
衛
隊
体
育
学
校
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
候
補

の
選
手
は
、
日
本
代
表
に
選
考
さ
れ
る
べ
く
、

昨
年
か
ら
選
考
大
会
に
挑
ん
で
お
り
ま
す
。

　

偕
行
社
は
、
選
考
大
会
そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
お
い
て
素
晴
ら
し
い
成
績
を
上
げ
ら
れ

る
よ
う
選
手
を
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
偕
行
社
と
し
て
応
分
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
に
も
支
援

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
会
員
の
皆
様
に
は
、
本

誌
綴
込
み
の「
払
込
取
扱
票（
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
支
援
金
の
振
込
用
）」
に
よ
り
4
月
30
日

（
火
）
ま
で
に
ご
支
援
（
一
口
：
1
0
0
0
円
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
派
遣
部
隊
に
対
す
る

激
励

　

令
和
6
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
に
際
し
ま
し
て
は
、
2
日
の
鳥
取
県
偕

行
社
に
よ
る
中
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第

3
飛
行
隊
（
美
保
分
屯
地
）
に
対
す
る
激
励
を

皮
切
り
に
、
石
川
県
偕
行
会
、
群
馬
偕
行
会
、

愛
知
偕
行
会
、
京
都
偕
行
会
、
姫
路
偕
行
会
に

よ
り
、
第
8
普
通
科
連
隊
等
の
災
害
派
遣
部
隊

に
対
す
る
激
励
を
行
い
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震

で
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
亡
く

な
っ
た
被
災
者
の

ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

戦
没
者
遺
骨
収
集
に
ご
協
力
を

　

偕
行
社
は
、
遺
骨
収
集
事
業
が
円
滑
に
行
わ

れ
か
つ
加
速
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
遺
骨

収
集
の
た
め
の
要
員
の
支
援
要
請
に
対
し
て

迅
速
に
派
遣
で
き
る
よ
う
、
遺
骨
収
集
を
希
望

さ
れ
る
会
員
の
方
々
を
事
前
に
把
握
し
て
お

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
内
に
つ
い
て
は
、
令
和
6
年
7
月
下
旬
か

ら
8
月
上
旬
（
約
20
日
間
）
硫
黄
島
に
3
名
の

派
遣
予
定
で
す
。
海
外
（
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
、

南
太
平
洋
地
域
等
）
に
つ
い
て
は
、
今
後
再
開

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

遺
骨
収
集
参
加
者
に
は
、
基
準
に
基
づ
く
旅

費
・
日
当
等
が
支
給
さ
れ
、団
体
傷
害
保
険（
最

高
限
度
2
0
0
0
万
円
）
が
つ
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
遺
骨
収
集
を
希
望
さ
れ
た
方
が

必
ず
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
請
が
あ
っ
た
都
度
、

個
別
に
調
整
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

派
遣
を
希
望
さ
れ
る
会
員
の
方
は
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、
〒
及
び
住
所
、

連
絡
先
（
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）、

遺
骨
収
集
経
験
の
有
無
（
派
遣
地
域
）、
希
望

偕
行
社
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

·　

安
全
保
障
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　

3
月
10
日
（
日
）
13
・
00
〜
17
・
00

·　

近
現
代
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　

3
月
16
日
（
土
）
13
・
00
〜
17
・
00

·　

会　

場　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

陸

修

偕

行

社

慰

霊

祭

·　

日　

時　

4
月
17
日
（
水
）
10
・
00
〜

事

務

局

だ

よ

り
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さ
れ
る
派
遣
地
域
、
連
絡
先
を
偕
行
社
事
務
局

ま
で
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
遺
骨
収

集
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

偕
行
社　

　

電
話
番
号
：
03
─

6
3
8
0
─

0
6
2
3

　

F
A
X
番
号
：
03
─

6
3
8
0
─

0
6
2
4

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

　

kaikoinfo@
m
ild.ocn.ne.jp

お

詫

び

と

訂

正

　

1
・
2
月
号
別
冊
で
2
カ
所
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

⑴　

公
益
財
団
法
人
陸
修
偕
行
社
施
行
規
程

第
5
条
2　

→　

文
章
を
一
部
入
れ
替
え
、
実

線
を
加
え
る
。

（
正
）
こ
の
法
人
は
、
各
事
業
年
度
に
係
る
事

業
報
告
及
び
計
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
正
味

財
産
増
減
計
算
書
）
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明

細
書
を
作
成
し
、
10
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
誤
）
こ
の
法
人
は
、
各
事
業
年
度
に
係
る
計

算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
正
味
財
産
増
減
計
算

書
）
及
び
事
業
報
告
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明

細
書
を
作
成
し
、
10
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

⑵　

公
益
財
団
法
人
陸
修
偕
行
社
会
員
規
程

第
5
条
3　

→　

文
章
の
重
複
部
分
の
削
除

（
正
）
普
通
会
員
、
家
族
会
員
及
び
賛
助
会
員

の
退
会
は
、
施
行
規
程
第
61
条
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、い
つ
で
も
、行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
誤
）
普
通
会
員
、
家
族
会
員
及
び
賛
助
会
員

の
退
会
は
、
施
行
規
程
第
61
条
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、い
つ
で
も
、行
う
こ
と
が
で
き
る
。

普
通
会
員
、
家
族
会
員
及
び
賛
助
会
員
の
入
会

及
び
退
会
は
、
施
行
規
程
第
61
条
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
い
つ
で
も
、
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

　

以
上
2
カ
所
に
つ
き
ま
し
て
、
お
詫
び
し
訂

正
し
ま
す
。

ご

寄

付

の

紹

介

　

こ
の
度
、
次
の
方
々
か
ら
多
額
の
ご
寄
付

を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ

て
頂
き
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

梅
津
治
為　

様
（
賛
助
会
員
）　

30
万
円

陸
士
第
61
期
生
会　

様　
　
　
　

80
万
円

富
岡
孝
利　

様
（
賛
助
会
員
）　

10
万
円

下
山
郁
子　

様
（
賛
助
会
員
）　

2
千
円

　

令
和
6
年
1
月
8
日
（
月
）
偕
行
社
は
今
年

最
初
の
行
事
で
あ
る
新
春
靖
國
神
社
参
拝
と

賀
詞
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
30
分
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
参

拝
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
12
時
に
靖
國
会
館
「
偕

行
の
間
」
に
場
所
を
移
し
、
賀
詞
交
換
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
、
佐

藤
正
久
参
議
院
議
員
、
小
田
原
潔
衆
議
院
議
員

秘
書
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
関
係
者
、
協
力
諸
団

体
に
ご
出
席
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
会
員
有
志

等
を
合
わ
せ
約
1
4
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
元
日
に
能
登
半
島
地
震
、
2
日
に
は

羽
田
空
港
で
事
故
が
起
こ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

全
員
で
黙
祷
を
行
い
、
国
歌
斉
唱
、
理
事
長
挨

拶
、
来
賓
挨
拶
、
祝
電
披
露
（
中
谷
真
一
衆
議

院
議
員
等
）
の
後
、
陸
軍
士
官
学
校
58
期
萩
小

田
廣
男
氏
の
乾
杯
で
賀
詞
交
換
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
久
々
に
旧
交
を
温
め
、
今
年
1
年
の

健
勝
を
祈
念
し
散
会
し
ま
し
た
。

国歌斉唱を行う出席者一同

新
春
靖
國
神
社
参
拝

及
び
賀
詞
交
換
会

編
集
委
員
会




